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高等植物に於ける細胞膜質の消長關係特に木化

現象に關する生理學的研究。 第VI報 。

細胞膜質含有量及び硬化度 と日光照

射度との關係1)

藤 田 光

(昭和十七年六月十五日受理)

1.緒 言

日光照射度 と一般植物の生長 との間には密接 なる關係が存 し,共強弱により植物の内部及び

外部形態に差異が現 はれる事に就ては植物學的にはかな り古 くより注 目されてゐるが(12,18,

25,30),応用 方面に於て も亦生長生理の立場か ら注意 されてゐる(1,9,10)。 而 して植物体特

に葉の形態に及ぼす日光照射度の影響に關する研究は從來かな り活濃に行はれ,此 に關する業

績 も多数に上つてゐる。今木化乃至硬化現象 を中心にして日光照射度の 植物の形態に及ぼす

既往の業績 を見るに,葉 では陽葉は陰葉に比 して一般に通導組織及び器械的組織の獲達が著 し

い と言はれ(12,18,25),氏(30)に よると一般植物の茎に於ては照射度を減少する

事はその組織 を構成する細胞の膜壁の木化を抑制すると言はれてゐる。又 氏(22)

が 及び の一種を材料 とし日光照射度を異 にして一定期間 培養 した

各区植物の比較解剖を行つた成績によると,葉・茎 ・根に於ける器械的組織の磯達度は照射度

の減少に伴ぴ減 少したと述べてゐる。

斯の如 く日光照射度の相違により種々の性状の植物区が出來る訳であるから,之 等の植物体

内に於ける諸成分の含有量にも亦當然差異が現はれる事は明かである。從つて水分(27,30)・

乾物(1,17,29)・灰分(17,21,23,26,27,28,29)・ 種々の炭水化物(1,16,23,27,30)・ 窒素

乃至蛋白質(16,17,20,23,27,29,30)・ クロロヒル ・キサン トヒル ・カロチンの如き植物色素
'

(11)等 の含有量と日光照射度 との關係,乃 至は疏菜及び果樹に於ける果實の外観 を構成する要
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素 となる色素の生成に対す る日光照射度の影響(19,24)等 に就ては從來多 くの學者により諸

種の方面 より研究されてゐる。併 し細胞膜質含有 量に対す る日光照射度の 影響に就ての業績

は未だ不完全なる域にあ り,即 ち今細胞膜質含有量 と日光照射度との關係に就ての既往の實験

的業績 を見るに,及 び 氏(23)等 は の一種 を材料 とし明暗両所

に発育せ しめた新芽 の化學的組成の研究に於て,ヘ ミセル ローズ及びペン トーザンの含量は暗

所に生長 した黄化芽に少かつた と報じ,氏(31)は植物体 内に於けるリグニン生成 と諸種

の外界條件 との關係につ き研究 し,日光照射度の減 少はリグニンの生成即ち木質化を抑制する

と言ふ事を實験的に証明 し,又 氏(2)は ダイコン を材料 とし月光照射度 とペクチン

質及びヘミセル ローズ含有量との閾係につき研究 し・之等両 成分は照射度ρ減少に伴ひ共含量

を増加 した と述べて ゐる程度である。 そこで著者は此欠 を補ふべ く本研究 を試みたのである

が,之 は植物學的にも叉応用 的にも重要 なる事項 と思惟 される。

本研究は九州帝國大學農學部植物學 教室に於て纐纈教授 指導の下に途行 した ものであつて,

始終御懇篤なる指導 を賜は りし同教授 及び定量操 作につき御示教を恭う したる森林化學教室

西田教授 に対し謹みて感謝の意を表する。

II.研 究材 料及 び方 法

'材料植物としてはヒマハ リ ・ソラマメ,ヒ ユの三種を選び,實 験用植物は植木鉢に播種 し或

は苗を鉢に移植 して一定の大きさに迄生長せ しめた。 而 して適當の大き さに蓮せ し時所定の

覆蓋椹に覆蓋する事に した。覆蓋椎はさきに著者が記述せ し如 く(3),植 物の性質に応じ て其

生長 を害 さない程度の大 きさの木製骨儲に白色寒冷紗を一枚 ・三枚或は黒色 寒冷紗一枚 を張

つて日光照射度を異 にする様作製 した。・

日光照射度の強弱は之を1,II,III,の 三階級とし(第 一實験),或 は更に一 階級を増 して

、1,II,III,IVの 四階級に顧別 した(第 二實験)。 この内1は 直射 日光即 ち無覆蓋,IIは 白色

寒冷紗一枚,IIIは 白色寒冷紗三枚,IVは 黒色塞冷紗一枚張の覆蓋椎にて被ひ し場合を意味 し

てゐる。之等1,II,III,IVに 於ける日光照射度の割合は,写真 感光紙(POP)の 感度の割合

を測定 して見て も明かに差異ある事が認められた。即ちA・B(Aは 淡友色,Bは 暗赤紫色)

二つの標準色を作 りおき,Aか らBに変 色する時間 を見ても,照 射度1,II,m,IVの 順序

に明かに大となる事が認められた。又照射度の割合は ペ トリ皿中に水を充 し一 日中に於ける

水分蒸発 量からも差異あることが容易に認められた(詳 細は實験成績の部参照)。

斯の如 く三種或は四種の 日光照射度 を異に'した場所に一定 日激供試植物を培養後,地 上部即
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ち茎及び葉の全体 を晴天の日の7時 に採取 しその全部を供試 して便宜上全植物体 を代表さ弦

ることに した。採取 した材料は直ちに實験 室に持ち來 りて生量の測定 ・乾燥 ・乾量の測定 ・

製粉 ・乾燥粉末の容積測定(15)等 をな し,細胞膜質定量用の試料とした。各種細胞膜質の定

量は二群の材料につき本研究の第1報 に記述 した方法(4)に 準撮 して行つた。分析結果は前

回同様纐纈氏の組織粉末法(13,14)及 び対乾 量法により表示することに したが,硬化率 値の

算出には必要上之等両表示 法の外対生 量法 をも併用 した。 叉 日光照射度 と植物組織及び細胞
ノ

膜の硬化度 との間に如何なる關係が存するかを知る口的を以て,之 等各種細胞膜質の含有値を

基礎 として著者の所謂生体 硬化率 ・乾燥髄硬化率及び細胞膜硬化率の値 を夫々算出 し,之等の

敏値を基礎 として照射度 と組織及び細胞膜の硬化 との關係を論議する事に した。

III.實 験 成 績

1.第 一實験に於ける成績

實験植物 として ヒマハ リ及び ソラマメの二種を採用することに し,何 れ も植木鉢に下種 して

材料を育成する事に した 。即 ち前年度産の精選せる種子を一晩水浸 して口径17糎 高 さ15糎

の植木鉢15個(各区5鉢)に 植物園内畠の耕土を入れ更に一鉢當 り5瓦 の油粕を混じて発

芽床 とな し,此 中に下種 した。下種はヒマハリは1933年7月26日 に,ソ ラマメは1934年

　

3月14日 に行つたが,夫 々7月30日 及び3月27日 に発芽 した。次で二種植物中ヒマハ

リ培養鉢は植物園内畠の日光の良 く當る場所に口面迄埋め,ソ ラマメ培養鉢は實験の都合上硝

子室内の高さ75糎 の机上に置いた。而 して両種 植物共本葉2放 を生ぜ し時間引 して発育 均

等の個体 のみを淺すことにつ とめ,一 鉢當 りの個体数 をヒマハ リでは2本,ソ ラマメでは10

本 とな し,一定の大きさに達 した時覆蓋区用の鉢は所定の覆蓋梶にて覆蓋 した 。即 ちヒマハ リ

では8月27日 にソラマメでは4月13日 に覆蓋を行ひ實験操作を開始 した。但 しこの際

ソラマメ材料の無覆蓋区ゐ鉢は硝子室の傍の終 日日光のよく當る場所に移 しておく事に した。

ノ

覆蓋當時の草丈は平均値に於て ヒマハ リでは25糎,ソ ラマメでは5糎 であつた。両 植物の

発芽當初 より材料採取 迄は除草 ・灌水等の管理を怠 らなかつた事勿論であるが,覆 蓋期問中各

区の照射度の割合 を知る口的でペ トリ皿に水を盛 り一 日中の水分蒸発 量をヒマハ リでは3回,

ソラマメでは4回 測定 した。その平均結果によるとヒマハ リでは照射度1,II,IIIに 於ける

割合は1の 傾 を100と せ し比数 に於て100-sO-25で あ り,ソ ラマメではそれが100-・14-

12で あつた。

斯の如 くして培養せ る實験植物 よリヒマハ リでは9月4田 に,ソ ラマメでは4月28日



に材料を採取して各種細胞膜質の比較測定乃至三種の硬化率値の算出を行つた。樹同時に各
、.

区植物の発育状態 をも調査 した。

先づ材料採取 時に於ける各区植物の草丈を測定 した成績に よると,照 射度1の 値 を100と

して算出 した比数 に於て ヒマハ リでは100--165-128,ソ ラマメでは100--232-219で あつ

て,日 光照射度の減少に伴ひ草丈は増 長の傾向が示されたが,最 大値は両種植物共照射度II

の植物に認められた。水分含有量は矢張照射度の減少に件つて増加 し,樹粉末容積法 ・対乾量

法及び対生 量法による照射度1,II,IIIに 於ける割合は照射度1の 値 を100と せ し比数に於

て ヒマハ リでは夫 々100-一一135--166,1CO-137-168,100--103-105で あ り,ソ ラマメではそ

れが夫 々100--171-184,100--171-187,100-105--106で あつた。叉各区植物の一本當 り地

上乾量は照射度1の 値を100と せ し比敏に於 て ヒマハ リでは100--79--61,ソ ラマメでは

100--64-39で あつて,乾 物の生成は日光照射度の減少するに從ひ明かに減少する事が認めら

れ,特 に ソラマメ材料に於て其減少度が判然 と認められた。

叉両表示 法による各種細胞膜質含有量 と日光照射度との關係 に就ての成績によると(第 一

表),ペ クチン質含量は照射 度の減少に伴ひ増加 する事が認められたが,ヒ マハ リでは照射度

1及 びII区 植物間に,ソ ラマメでは照射度II及 びIII区 植物間に 著 しき含有量の差異が示

されなかつた。一方ヘ ミセルローズ・セル ローズ・リグニン 等の含量 は反対 に照射度の減 少

に相伴つて減少することが認められた。尚之等の 細胞膜質の合計値 を以 て示されたる全細胞

膜質の含量は,ソ ラマメ材料に於ける照射度II区 植物が照射度1区 植物 より2%多 かつた

と云ふ例外もあ多が,全 般的に見て両種 植物共日光照射度の減 少に伴ひ減少するものなる事が

認められた 。所でソラマメ材料に於ける照射度II区 植物の全細胞膜質含量が照射度1区 植物

のそれ よ、りも僅かなが ら多かつた事實は.照 射度1よ りIIに 減 少することに伴ふ ヘ ミセル ロ

ーズ・セルロ一ズ 及び リグニンの減少度は僅少であつたに關はらず,ペ クチン質含量の増加度

が顯著であつたためなること明かである。

第 一 表:二 種植物に於ける胞胞膜質含有量と日光照射度との關係

a)対粉 末容積法表示(mg/cm3)

ペ クチン質 《ミセルローズ セルローズ リグニン 全細胞膜質

一 一 一 戸國聰■一㌔一一へ}㌔ 一■一へ

照射度 賓数 比数實数 比数實数 比数 賞敦 比敦 實敦 比敦

ヒ
マ

ハ

リ

131.7610034.72100108.7610070.91100246.15100

豆32.2310131.679197.19鮨8957.4681218.5589

皿41。7813225。437387.518046.2865201.0082



ソ
ラ

マ

メ

125.6210022.4210082.5610044.96100175.56100

皿32.5612722.179979.619644.6499178.98102

H32.8312819.638865.487941.4692159.4091

b)、対乾 量法表示(%)

ヒ
マ

ハ

リ

ソ

ラ

マ

メ

14.8651005.31810016.65910010.86210037.704100

亜5.0341034.9479315.182918.9758334,13891

皿6.4961343=9537413.606827.196.6631.25183

13.729100326310012.0171006.54510025.554100

K4.746127.3.2319{f11.604976.5079926.088102

蚕4.8611302.907899.69781613994う3.60492

1吹 は各種硬化率と照射度との關係に就てであるが
,其比較測定値によると(第二表),生体硬

化率 ・乾燥髄硬化率 ・細胞膜硬化率は何れも照射 度の減少に伴つてその値を減少する事が認

められた。樹之等の硬化率中生体硬化率の減少度は最も著明で,細胞膜硬化率のそれは最も少

き事が認められた。

第 二 表:二 種植物に於ける硬化率 と日光照射度 との關係

生体硬化率 乾燥体硬化率 細胞膜硬化率　
対重量表示対 重量表示対 乾物容積表示対 重量表示

(%)(%)(mg/cm3)(%)へ へ 　 　
照射度 賞数 比数 實数 比数 貧数 比数.賓数 比数

ヒ

マ

ハ

リ

ソ
ラ
マ

メ

13.15510027.521100179.6710072,992100

∬2.0856624.15788154.658670.76297

皿1.4484720.80276133.797466.56291、
12.20310018.562100127.5210072.636100

五1.3226018.11198124.2597、69.42196

皿1.0644815.83685106.948467.08992

2.第 二實験による成績

本實験にはヒユを實験=植物として採用 した。植物園内畠rc自生中の平均 草丈11糎 の若い植

物を第一實験に用ひたと同様な植木鉢に1933年6月29.日 に移植 し,材 料 を仕立てる事に し

た。日光照射度は1,II,耳1,IVの 四種に区別 した。覆蓋は植物の活着 した時即ち7月6日

か ら行つたが,共 時の平均 草丈は17.5糎 であつた。各区 の鉢数 は5鉢 宛とし,一 鉢當 りの

個体敏は3本 とした。 其他移植時 より材料採取迄の諸管理は第一實験の場合と同様に した。

覆蓋期間 中矢張照射度1,II,皿,IVに 於ける・一日中の水分蒸発 量を3回 測定 した。其測定成



績 に よる と,各区 の割合 は1の 値 を100と せ し比数 に於て100-35-33r24で あ つた。

上 記の如 く して培 養せ る實験植物 よ り7月15日 に 材料 を採取 して,発育状態 の調査 ・細
の

胞膜質の定量乃至硬化率の算出を行つた。

先づ材料採取 時に於ける各画植物の草丈は照射度1の 値 を100と せ し比数に於て夫々100

--117--102-112に して
,草 丈の最大値は照射度IIの 植物に認められたが,此点 第一實験の成

績 と同様であつた。水分含有量 も亦照射度の減少に伴つて増加 する事が認められ,対粉 末容積

法 ・対乾量法及び対生 量法による照射度1,II,III,YI区 に於ける植物の含有割合は照射度1

の値を100と 眩 比数 に於て夫々100-・152-204--210,100・ 一一156-210-214,100r107--111

P-111で あつた。 叉各区植勃の一本當 り地上部乾量を測定 した成績によると,照 射度1の 植

物の値を100と せ し比数 に於てIOO-90r-so--47と なつて居 り,乾 物の生成は日光照射度の'

減 少により明かに抑制 される事が認められた。

続いて各種細胞嗅質含有量 と日光照射度 との關係に就ての成績を見るに(第 三表),ペ クチ

ン質は照射度II区 材料は1区 材料 より其含量多きこと僅少であつたが,IIHV区 材料に至る

に從ひ可な り著 しく増加 する事が示 され全般的 に見て照射度の減少に伴つて明かに増加 する

事が認められた。叉ヘ ミセルロ一ズ ・セルロ一ズ ・全細胞膜質の含有量は何れ も照射度III及
'
びIV区 材料間に 殆んど差異が認められなかつたが,全 般的に見れば照射度の減少に伴ひ其

含量 も亦減少する'ことが示されて居 り,第一實験の成績 と類似の結果が得 られた。所が リグニ

ン含有量は対粉 末容積法及び対乾 量法による表示成績によると,照 射度1,II,III,IV'区 植物

の割合が夫々100-98-・-97・・-98,100-100』100-100と でて居 り,照射度の減少に伴ひ 極めて

僅 少ながら減少するか或は殆んど変化が認められなかつた と言ふ興味ある結果が得 られた。

第 三 表:ヒ ユに於ける細胞腹質含有量と日光照射度との関係

a)対粉 末容積法表示(mg/cm3)

ペ クチ ン質 ヘ ミセ ル ロー ズ セ ル ローズリグニン 毛全 細 胞 膜 質　ヒ へ へ 　 へ
照射度 實数 比敬 實敦 比数 實数 比数 實救 比敏 實激 比数

120.0010045.05100104.7510035.56100205.36100

皿20.8410443.759790.248634.7698189.5992

皿30.4615231.056973.637034.5797169.7183

1▽32.6416331.597074.907234.9498174.0785

b)対乾 量法表示(%)

12.8461006.40910014.9021005.05810029。215100

1【3.0401076.38410013.168885.07210027.66495

]区4.452156噂4.5387110.759725.05110024.80085

1V4.7261664.5747110.845735.05710025.20486



更に各種硬化率 と日光照射度 との關係の測定成績を見るに(第 四表),三 種の硬化率 値は何

れ も照射度の減少によつて減少する傾向が認められ,此点 第一實験に得 られた成績 と同様であ

つた。術之等三種硬化率中生体 硬化率の減少度 が最 も著大に して細胞膜 硬化率のそれは最 も

少かつた事 も亦同様であつた。

第 四 表:ヒ ユに於ける硬化寧と日光照射度 との関係

生体硬化率 乾燥彊硬化率 細胞膜硬化率,へ
対重量表示対 重量表示 謝乾物容積表示対 重量表示
(%)(%)(mglcm3)(%)　 　 ロ ぱ コロへ 　ま へ

照射度 賓数 比数 實数 比敦 實数 比数 騨 比数

13.69410019.960100140.3110068.324100

耳2.3206318.24091125.008965.93296

皿1.5454215.81079108.207763.75693

1V1.5274115。90480109.847863.101,92

以上第一及び第二實験の成績によると,木 化現象に關係ある細胞膜質中ペククチン質は 日光

照射度の減少に件ひ増加 するが,ヘ ミセル.ローズ ・セル ローズ ・リグニン及び四種の細胞膜質

の合計値たる全細胞膜質の含有 量は何れ も逆に減少 する事が認められた。 叉セル ローズ及び

リグニン含有量を主醗 として概 念づけられた生体 硬北 率 ・乾燥盤硬化率 及 び細胞膜硬化率は

何れ も日光照射度の減少に伴つて其値を減少する事が實験的に確詮 された。

IV.考 色 察

上記両種 の實験成績によると,植物体 の水分含有量は日光照射度の減少に伴ひ増加 し,乾 物

の含量は反対 に減少する事が認められたが,か かる事實は常識的に説明 し得る事であ り本研究

としては今更立入つた論議を試みる必要はないと思ふ。

次で各種細胞膜質含有量と日光照射度 との關係に就て見るに,先 づペクチン質は照射度の減

少に伴つて明かに共含量 を増加する傾向が示されたが,氏(2)も 亦 ダイコンを材料に

用ひ一定の大 さに生長せ し時植栃の一方を所定の口被で覆蓋 し他方は無覆蓋のままとし,25E
'

経過後材料 を採取 して両区植物体 内に於けるペクチン質及び ヘ ミセルロ一ズ の含量の相違を
ゆ

追究 して同様 な成績を得てゐる。而 して氏はペクチン質の生域は豊富な水 分供給の下で急速

な生長を途げる時期に多いti述 べてゐる。所で本實験 の成績によると植物体 内水分含有量は

照射度の減少せ る区の植物程多 く,且又伸長生長は照射度の減 少により増大する傾向が認めら

れた事を基礎 として考察する時は,植 物体 内の含水度を高め同時に伸長度の増大を來 さしむる
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如 き條件は 氏(2)の 所論Vl;從へばぺクチン質の生成に対して有利に作用するものな

る事が推塞 される。

ヘ ミセル ローズ及びセル ローズの含有量はペクチン質 とは反対 に照 射度の減少により減ず

少る事が認められたが,本成績 は 日光照射度の減少により砂糖 ・澱粉の如 き炭水化物の含量は

低減すると言ふ在來の知見(1,16,27,30)と 一脈の關係がある事が想像 される。即ちヘ ミセ

ル ローズ及びセル ローズの如 き炭水化物は元來炭素同 化作用の結果生成 された同化生産物を

基幹 とし,生成 される事は異論の ない所であ り,階 つて日光照射度の減少は砂糖 ・澱粉等の同.

化生産物の生成せ抑制 し,延 てはヘ ミセル ローズ乃至セルロ一ズ の如 き細胞曄質の合成を低減

・せしめるものと思はれ る。

リグニン含有量は三種植物中 ヒマハ リ・ソラマ メでは明かに照射度の減少に件ひ減少する

事が示されたるもヒユ材料で はその減少度が極 めて僅少か或 は殆んど変化 が認あられなかつ

たが,本 成績中 ヒマハ リ及び ゾラマメに於ける成績は 氏(30)の 日光照射度の減少

は茎部構成細胞の木化を抑制すると言ふ言読,氏(31)の 照射度の減少はリグニン 生成

を抑制すると言ふ事,或 は 氏(2)の 言ふ如 くリグニン含有量はヘミセル ローズのそ

れ と同一変化 経過 を示す と言ふ事 と相類似 して居る。 叉リグニン含有量は多 くの場 合 ペクチ

ン質の含有量 と反対 な変化経過を辿 ると言ふ知見(7)よ り見 るも首肯で きる結果と認められ

る。然 らば ヒユ材料に於けるリグニン含有量の成績 はいかに之を説明 するかと言ふ問題が起

つてくる。所で諸種の外界條件 の植物の形態乃至は成分 に及ぼす影響換言 すれば外界條件に

対する植物の反応 振 りは,た とへ同一外界條件の下におかれた場合 と難その種類により反応度

が異 り從つて異つた性状 をもつた植物ができ,共 結果として同一成分でもその量的關係に於て
　

　 ノ

種類により異 なる事は想像に難 くない。 氏(20)が ソラマメ ●インゲンマメ・コム

,ギ 等 を明所と暗所 とに培養 し緑葉 と黄化葉とに於ける蛋白質含有量を比較測定 した成績 によ

ると,ソ ラマメ・インゲンマメでは緑葉の方が黄化葉 より含量少かつたが,コ ムギでは反対 に

緑葉の方が共含量大であつた と言ひ,照 射度の相違による蛋白質含有量が植物の種類により異

なる事を指摘 してゐる。以上 によりとユ材料に於ける リグニン含有量の成績 を見るに,本 植物

は ヒマハ リ・ソラマメに比 して日光照射度に対す る リグニン 關係の反謄度 が鋭敏でなかつた

ため,照 射度の相違によるリグニン含量の差異が判然 と認められ激かつたのだと思考 される。

・3ζ四種の細胞膜質の合計値たる全細胞膜質は三種材料共照射障の 減少に伴つて 減少 したが・

この成績抵ペクチン質の如きが照射度の減少に伴ひ増加 したに關らず,使 用せ し三種植物の各
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区材料にあ りてはその何れ を問はずセル ローズ含有量が最大であつたのであるから,そ の消長

が主 としてセル ローズ含量の消長に支配されるのが當然 であ り,之 は既に前論文(5)に 於て指

摘 した通 りである。

更に照射度を異に した材料に於ける三種の硬化率を比較 ・計算 した成績によると,何 れの硬

化率値 も日光照射度の減少に伴つて 減少する事が認められたが,こ の事實は既記の照射度の相

違による各種細胞膜質含有 量特にセル ローズ及び リグニン含有量の相違より見て當然の事で

あ り,叉乾量生域量 を中心 として各区植物の発育 度を見る時は,照 射度の減少により発育度が

低下 した事及び発育 の進んだ材料程三種の硬化率値は大であると言ふ知見(亀6)よ りするも

首 旨できる成績 と思はれ る。尚三種の硬化率は 生謹硬化率 ・乾燥鵠硬化率 ・細胞膜 硬化率の

順脈 その開きが小な糠 が示されたが・これは鱗 論郊 記述 し嫡 く(5)生eeの 廊 度は

変異が最も大に して細胞 膜共物の硬化度は変異 が 最も小なる事 を示 してゐる事明かである。

特に照射度の相違による生体 硬化率の相違が顯著に現はれてゐるのは,主 として照射度の減少

に伴ひ水分含有量が増加 した事に起薗 してゐる事勿論である。

以上の如 く日光照射 度の相違により各種細 胞膜質含有量及び硬化 率値に相違を來すことが

明かになつたが,日 光條件の植物に対す る影響振 りは直接的かそれ とも間接的かと言ふ疑義が

起つて くる。 この事に就て は植物体 内に於ける細 胞膜質含有量と温度 との 關係論文に於て論
ら

議 したと同様に(8),植 物は先づ照射度の相違に対す る反応 としてそ6発育 度に相違があらは

れ別言すれば異つた性状 をもつた植物体 が出卒上る事か ら見て・膜質乃至硬化度の相違を來す

決定的要素は発育度 である と見倣すご≧が出來る。斯 く考察する時は 日光照射度は間接的に

作用するものと考ふるのが安當の様に思はれ る。'

最後に本研究成績 の応用 的価値 に就て一言せんに,本 研究成績 は少くとも地上部 を食用乃至

飼料に供する植物の栽培に対し 有意義なる基礎的一知見を提供するものと思はれる。

V.摘 要

1)本 論文は三種の草本植物を材料 とし其地上部全盤を供試 して,細 胞膜質含有量及び硬化

度 と日光照射度 との間 に如何なる關係あるかを知ちんがための目的を以て行つた ものである。

2)日 光照射度の強弱は三或は四階級 とな し,而 して直射 日光下或は覆蓋椎下で一定 日激生

長せ しめて材料を採取 し供試 した。

3)細 胞膜質の定量は本研究の第1報 に記述 した方法に準撫 して行ひ,分 析結果の表示は前



論文同様纐纈氏の組織粉末 法及び対乾 量法によ り表示した。但 し硬化率表示に は必要上 この

外対生 量法 をも採用 した事無論である。

4)硬 化度は著者の提案による三種の硬化率値を算出 し,之 等の数値の大小を以て生及び乾

燥状態にある組織及び細胞膜の硬化度 を表示する事に した。

5)各 種細胞膜質の比較測定成績によると,ペ クチン質は日光照射度の減少に伴つて共含量

を増加するが,ヘ ミセルロ一ズ ・セルロ一ズ ・リグニン及び全細胞膜質は反対 に其含量を低減

する事が認められた。

6)但 しヒユ材料に於けるリグニン 含有量は照射 度の減 少に応じて極め て僅少の減少を示

すか或は殆んど変化が認められなかつた。 この事は 三種植物中 ヒユは本實 験の照射度の範囲

内に於ては日光に対す るリグニン 關係の反応 が鋭敏でなかつたためと思はれる。

へ

7)各 種硬化率 と照射度 との關係成績によると,三 種の硬化率は何れ も照射度の減少に伴つ

て其値を減ずる事が認められ,日 光の強さを弱める事は組織乃至細胞膜の硬化度を低減せ しめ

る事が明かになつた。

8)叉 日光照射度の減少に伴ふ三種 の硬化率 値の減少度は生体 硬化率 ・乾燥体硬化率 ・細

胞膜硬化率の順序に大 ・中 ・小であつた。『
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 PHYSIOLOGISCHE UNTERSUCHUNGEN OBER DIE VERANDERUNG DER 

MEMBRANSTOFFE AN: DEN HOHEREN PFLANZEN MIT BESONDERER 

BERUCKSICHTIGUNG DER VERHOLZUNG. VI. 

 EINFLUSS DER BESONNUNG AUF DEN MEMBRANSTOFFGEHALT 

      UND DEN VERHARTUNGSGRAD DER PFLANZEN 

                     (Zusammenfassung) 
                       Teru FUJ~TA

Um den Einfluss der Besonnung auf den Gehalt an verschiedenen Mem-

branstoffen and den Verhartungsgrad in den Pflanzen festzustellen, wurden 

3 Pflanzenarten (Helianthus annuus, Vicia .Faba and Amaranthus inamoenus 

1. viridis) als Versuchsmaterialien benutzt. 
   Der Beleuchtungsgrad wurde erzielt in 3 oder 4 verschiedenen Stufen 

and zwar durch verschiedenartige Bedeckung mittels Tuchkasten. Der 

oberirdis'che Teil der versuchten Materialien wurde geerntet nach der 8 

(Helianthus annuus), 10 (Amaranthus inamoenus f. viridis) oder 15 (Vicia 
Faba) Tage dauernden Bedeckung beziehungsweise. In den so gesammelten 

Materialien wurde darauf, mittels der in der ersten Mitteilung dieser Unter-

suchungen beschriebenen Methode, der Gehalt an Pektinstoffen, Hemizellulose, 
Zellulose and Lignin bestimmt. Dabei wurde der Gehalt der Membranstoffe 

sowohl durch die Pulvermethode von KOKETSU, als auch durch die prozen-

tuale Angabe auf das Trockengewicht ermittelt. Der Verhartungsgrad in 

Geweben and Zellmembranen der untersuchten Materialien wurde nach den 
vom Verf. aufgestellten 3 Verhartungsindexen beurteilt, die in der dritten 

Mitteilung dieser Untersuchungen veroffentlicht sind. 

   Nach dem erhaltenen Resultat besteht eine innige Beziehung zwischen 

dem Menibranstoffgehalt oder Verhartungsgrad der Pflanzen and der Inten-

sitat. der Beleuchtung : die Ergebnisse, gefunden durch die beiden benutzten 

Ausdrucksweise, zeigten, dass der Gehalt an Pektinstoffen urn so hoher, der 

Gehalt an Hemizellulose, Zellulose, Lignin and Gesamtmembranstoff urn so 

niedriger war, je geringer die Pflanzen beleuchtet wurden. Auch wurde es 

genugend bemerkt, dass alle Werte des Verhartungsindexes der Frischsub-
stanz, des Verhartungsindexes der Trockensubstanz ' and des Verhartungs-

indexes der Zellmembray urn so niedriger waren, je geringer der Beleuch-

tungsgrad war.
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